
　　Å@�@　　�@　

　【25－01】梵天勧請----説法を決心する

　　　　悟った法は深甚難解で、人々に判ってもらえるかどうかと逡巡する釈尊に、梵天が説いてくれ

　　　　るようにと頼み、説法を決意する。

［A］原始聖典

①　MN.026‘Ariyapariyesana-s.’（vol.Ⅰ　　p.168）；説法を躊躇していた私に、梵天は「善逝よ、
法を説いて下さい。汚れ少なき有情があっても、法を説かれないと衰退します。法を説いていた

だければ法を知る者となるでしょう」と言った。

①　SN.06－001（vol.Ⅰ　　p.136）；世尊が初めて正覚された時のこと。世尊は躊躇されて法を説く
ことに心が傾かなかった。そこで娑婆世界の主ブラフマンは世尊の前に現れた。

①　‘BuddhavaMsa’26－02（p.097）；梵天の勧請によって法輪を転じた（BrahmunA yAcito 

santo dhammacakkaM pavattayiM）。

①　Vinaya‘MahAkhandhaka’（vol.Ⅰ　　p.004）；世尊はアーラヤを楽しむ衆生（AlayarAmA pajA

 AlayaratA AlayasammuditA）には、縁起の理法を説いても分らない、それは疲労をもたらすだ

けだと考えられた。そこで梵天（BrahmA sahampati）が説法されることを説得した。

⑥　増一阿含19－01（大正02　p.593上）；一時仏在摩竭国道場樹下。爾時世尊得道未久。便生是念。
我今甚深之法難暁難了。……爾時梵天在梵天上、遙知如来所念……。

⑦　四分律「受戒　度」（大正22　p.786下）；爾時世尊作是思惟已、黙然而不説法。時梵天王於梵
天上、遙知如来心中所念已、念世間大敗壊。如来今日獲此妙法、云何黙然而住、令世間不聞耶…

…。

⑧　五分律「受戒法」（大正22　p.103下）；仏食已前到樹下三昧七日。過七日已従三昧起。作是念。
我所得法甚深微妙難解難見寂寞無為、智者所知非愚所及。衆生楽著三界窟宅集此諸業、何縁能悟

十二因縁甚深微妙難見之法。又復息一切行截断諸流、尽恩愛源無余泥　、益復甚難。若我説者徒

自疲労唐自枯苦……。時梵天王……。

⑪　根本有部律「泥薩祇波逸底迦004」（大正23　p.717上）；受梵王請往婆羅　斯、三転十二行法輪
……。

⑪　根本有部律「　芻尼泥薩祇波逸底迦004」（大正23　p.948中）；受梵王請往婆羅　斯。
⑪　根本有部律「出家事」（大正23　p.1027上）；便證無上正等菩提、時有梵天、来請世尊。
⑪　根本有部律「破僧事」（大正24　p.126中）；爾時世尊如上思惟、止心住已不念説法。時娑婆世
界主梵天王、知仏心念即自思惟……。

⑪　根本有部律「雑事」（大正24　p.299下）；受梵天請往婆羅　斯三転十二行法輪。
⑪　根本有部律「雑事」（大正24　p.395中）；梵王来請詣婆羅　斯。
　 ①＊　DN.014‘MahApadAna-s.’（大本経　vol.Ⅱ　　p.035）；縁起法の深甚なることを考えて説法を躊躇
　　　されていたビパッシン仏を梵天が勧請した。

①　＊　SN.06－002（vol.Ⅰ　　p.138）；世尊が初めて正覚されて、ウルヴェーラーの尼連禅河のアジャパー
　　　ラニグローダ樹の下に住されていたときのこと、梵天と尊敬することがないのは苦しみである、とい

　　　う問答をした。

①　＊　SN.47－018（vol.Ⅴ　　p.167）；世尊が初めて正等覚して、ウルヴェーラーの尼連禅河の岸辺のアジ
　　　ャパーラニグローダ樹の根方に住していたとき、梵天と一乗道（ekAyana magga）とは四念処（cat-

tAro satipaTThAna）であるという問答をした。

①　＊　SN.47－043（vol.Ⅴ　　p.185）；同上
①　＊　SN.48－057（vol.Ⅴ　　p.232）；世尊が初めて正等覚して、ウルヴェーラーの尼連禅河の岸辺のアジ
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　　　ャパーラニグローダ樹の根方に住していたとき、梵天と五根を修習すると不死に至る（PaJcindriyA-

ni bhAvitAni bahulIkatAni amatogadhAni honti amataparAyanAni amatapariyosAnAni）と問答した。

①　＊　AN.04－021（vol.Ⅱ　　p.020）；世尊は初めて正覚されて尼連禅河のアジャパーラニグローダ樹の根
　　　方に住されていた。そのとき世尊に不恭敬は苦である……という思いが生じた。娑婆世界の主ブラフ

　　　マンは世尊の思いを知って世尊の前に現れた。

　＊②　長阿含001「大本経」（大正01　p.008中）；（毘婆尸仏）我今已得此無上法、甚深微妙難解
　　　難見……時梵天王知毘婆尸如来所念……。

　 ③＊　中阿含204「羅摩経」（大正01　p.777上）；我初覚無上正尽覚已便作是念。我当為誰先説法
　　　耶。

④　＊　雑阿含1188（大正02　p.321下）；SN.06－002に同じ

④　＊　雑阿含1189（大正02　p.322上）；SN.47－018に同じ

④　＊　雑阿含1190（大正02　p.322下）；世尊は鬱毘羅聚落尼連禅河側菩提樹下、成仏未久のころ、梵天と

　　　クシャトリヤの両足尊がもっとも勝れているという問答をした。

⑤　＊　別訳雑阿含101（大正02　p.410上）；SN.06－002に同じ

⑤　＊　別訳雑阿含102（大正02　p.410中）；SN.47－018に同じ

⑤　＊　別訳雑阿含103（大正02　p.410下）；雑阿含1190に同じ

⑥　＊　増一阿含24－05（大正02　p.618上）；爾時世尊便作是念。我今以此甚深之法、難解難了難曉難知、

　　　極微極妙智所覚智。我今当先與誰説法。使解吾法者是誰。

［B］仏伝経典

①　NK.（vol.Ⅰ　p.081,　南伝28　p.171）；正等覚者は、その後またアジャパーラ榕樹（AjapAla-

nigrodha）の所に赴いて、榕樹の下に坐し給うた。……他人のために法を説き給うのをしたくな

いような心持になり給うた。すると娑婆世界の主大梵王は……帝釈、善侍、……他化自在及び大

梵天を引き伴れて仏の所へ行き、……仏に説法を願った。

③　中本（大正04　p.147下）；世尊念曰。吾本発心、誓為群生梵釈請法、甘露当開。
④　瑞応（大正03　p.479下）；仏以神足、移坐石室。……設当為説、天下皆苦、空無所有、誰能信
者、……意欲黙然、不為世間説法。……梵天知仏欲取泥　、……梵天白仏言。……欲聞仏法。、

当為世間説経、願莫般泥　。

⑤　異出（大正03　p.620中）；仏神通洞達。諸天集会、皆稽首前謁、仏閑居実処、精念天下衆善悼
哀萬民。

⑥　普曜（大正03　p.528中）；世尊黙然不肯説法。梵天心念、今我寧可往詣仏所勧請如来転正法輪。
⑦　方広（大正03　p.602下）；如来初成正覚、住多演林中独坐一処。……爾時娑婆世界主螺髻梵王
……惟願世尊転于法輪、……往詣仏所。……釈提桓因、四天王天、三十三天。

⑧　LV.（Lef.　p.392,　溝口　p.345）；如来が完全にして成就されたブッダの状態に達せられた最
初の時期において、ターラーヤナ（TArAyaNa）樹の根元に留まっておられた間……馬の「たてが

み」を持つ大梵天王が、ブッダの神通力そのものによって如来の心の躊躇を知り……どうか世尊、

法をお教え下さい。……帝釈天、……四天王衆天の神々、三十三天の神々……かの如来のおられ

る場所に近づき……。

⑪　仏讃（大正04　p.028中）；仏於彼七日　禅思心清浄　観察菩提樹　……　安住於黙然　顧惟本
誓願　復生説法心　……　梵天知其念　法応請而転　……　合掌勧請言

⑫　BC.（14－98）；……天界に住む二人の首長〔最高神ブラフマンとインドラ神（帝釈天）〕は、
静寂のために教えを説こうと決意された善く逝ける人（ブッダ）の心を知って、……〔ブッダの

ところへ〕近づいてきた。……牟尼よ、生存の大海を自ら渡りおわられたからには、苦悩に沈ん
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でいる群生を済い上げられよ。

⑬　行経（大正04　p.087上）；願成懐歓喜　悦澤樹王下　坐観樹七日　……　法微妙難解　……　
意欲黙然寂　最神妙梵天　……　願憶果敢誓　施甘露於世

⑭　過去（大正03　p.642下）；爾時如来、於七日中、一心思惟、観於樹王。……我寧黙然、入般涅
槃。……大梵天王、……以大悲力、転妙法輪。釈提桓因、乃至他化自在天、亦復如是、勧請如来、

……乃至三請。爾時如来、至満七日、黙然受之。

⑮　集経（大正03　p.805下）；爾時世尊、作如是念。……但衆生輩、着阿羅耶(隋言所着処)。……爾
時娑婆世界之主、大梵天王、……慈悲説法。……以仏眼観……已見諸衆生、……利根……鈍根…

…優鉢羅、……分陀利等、……我今欲開甘露門。

⑯　MV.（vol.Ⅲ　 p.313　JonesⅢ　　p.302）；世尊はアジャパーラ・ニヤグローダ樹に向われ、樹下
に止って世間を熟考された。「自分の悟った法は甚深難解で理解しがたい。……山に入って沈黙

して住することにしよう」その時大梵天は帝釈天の所へ行き、世尊に転法輪をお願いしようと言

う。彼等はその他の諸天、夜叉と仏所へ詣り、……大梵天の要請を許される。……「我、不死の

門を開いたり」

⑰　衆許（大正03　p.952下）；是時娑婆世界主大梵天王、知於世尊不云説法亦不生心、……至仏所…
…。……　悉開甘露門　演法済衆生　……利根鈍根……青蓮花或白蓮花等……我今降法甘露雨　

当潤楽聞及一切。

［C］後世の仏伝資料

①　釈迦（大正50　p.036中）；爾時如来於七日中一心思惟観於樹王而自念言。（出因果経）
③　氏譜（大正50　p.092上）；経云。時大梵王見成聖果、黙然而住心懐憂悩。……今当往請転大法
輪、……如是者三。至満七日、黙然受已……。

④　統紀（大正49　p.152中）；二月九日、如来於七日中一心思惟観於樹王、而自念言。……我寧般
涅槃。

⑤　JM.（p.029,畑中　p.119）；梵天に乞われた太子は法輪を転じた。
⑥　Bigandet.（vol.Ⅰ　p.111,　赤沼　p.147）；「私の今有する法の智慧、四真諦智慧は甚だ得難い
ものである。……」かくの如く思い来つて仏陀は大法宣伝の大行を企てんことを思い止まり給う

た。その時大梵天王は仏陀の心中を推知して、……仏陀のみ許に赴いた。……梵天の勧請をきい

て、仏陀は一切有情に対して、同情の念を起こし、……大法を宣伝すべきことを厳に約束し給う

た。

　【25－02】梵天勧請----アーラーラ・カーラーマと

　　　　　　　　　　　　　　ウッダカ・ラーマプッタの死を知る

　　　　最初にアーラーラ・カーラーマ（ALAra KAlAma）とウッダカ・ラーマプッタ（Uddaka RAma-　　

　　　　putta）に説法しようとするが、彼らがすでに死んでいることを知る。そこで共に修行した５人　

　　　　の比丘に説法することとする。

［A］原始聖典

①　MN.026‘Ariyapariyesana-s.’（vol.Ⅰ　　p.169）；最初に説法すべきものとしてアーラーラ・カー
ラーマ（ALAra KAlAma）を思いつかれたが、彼は死んで７日であった（sattAhakAlakata）。…

…ウッダカ・ラーマプッタ（Uddaka RAmaputta）は昨夜死んでいた（abhidosakAlakato）。

①　Vinaya‘MahAkhandhaka’（vol.Ⅰ　　p.007）；説法を決心された世尊は、まずアーラーラ・カー
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ラーマに説法しようとされたが、彼は死んで７日であった（sattAhakAlaMkata）。そこでウッダ

カ・ラーマプッタに説法しようとされたが、彼は昨夜亡くなっていた（abhidosakAlaMkato）。

③　中阿含204「羅摩経」（大正01　p.777上）；我当為誰先説法耶。我復作是念、我今寧可為阿羅羅
加摩先説法耶。爾時有天住虚空中而語我曰。大仙人当知、阿羅羅加摩彼命終来至今七日……。鬱

陀羅羅摩子、命終已来二七日也。

⑥　増一阿含24－05（大正02　p.618上）；一時仏在摩竭国道場樹下、初始得仏。爾時世尊便作是念、
我今以得此甚深之法、難解難了難暁難知、極微極妙智所覚知。我今当先與誰説法。使解吾法者是

誰。爾時世尊便作是念。羅勒迦藍諸根純熟、応先得度。又且待我有法。作此念已、虚空中有天白

世尊曰、羅勒迦藍死已七日……。今欝頭藍弗先応得度。当與説之。聞吾法已、先得解脱。世尊作

是念、虚空中有天語言、昨日夜半以取命終……。

⑦　四分律「受戒　度」（大正22　p.787中）；爾時世尊復作是念。我今当先與誰説法。聞便即解、
即念阿蘭迦蘭垢薄利根聡明有智。我今寧可先與説法。念已復更智生、今阿蘭迦蘭命終已経七日…

…。欝頭藍子垢薄、利根聡明有智。我今寧可先與説法。作是念已、復更智生、欝頭藍子昨日命終

……。

⑧　五分律「受戒法」（大正22　p.104上）；仏作是念。甘露当開誰応先聞。欝頭藍弗聡明易悟、此
人応先。念已欲行、天於空中白言。欝頭藍弗亡来七日。仏言。苦哉彼為長衰。甘露法鼓如何不聞。

復更惟曰。甘露当開誰応次聞。阿蘭迦蘭聡明易悟。次応得聞、適起欲行。天復白言。阿蘭迦蘭昨

夜命終。

⑪　根本有部律「破僧事」（大正24　p.126下）；時仏世尊復作是念、我於今者為誰先説。……其哥
羅哥命終已来経今七日。……此　達羅摩子昨夜命過。

［B］仏伝経典

①　NK.（vol.Ⅰ　p.081,　南伝28　p.172）；仏はこれに承諾を与え、「我は先ず最初に誰に法を説
いたらよかろう」と考え、……阿羅　・迦蘭（ALAra　アーラーラカーラーマ）……死んでから已

に七日（tassa sattAhakAlakatabhAvaM）……優陀羅羅摩子（Uddaka　ウッダカラーマプッタ）

……前夜死んで了ったことを（tassApi abhidosakAlakatabhAvaM）知って……。

③　中本（大正04　p.147下）；昔吾出家、路由梵志阿蘭迦蘭、待吾有禮二人応先。……彼二人者、
亡来七日。……欝頭藍弗、……此人者、昨暮命終。

⑥　普曜（大正03　p.528下）；以仏道眼普観世間、今当為誰第一説法。……仏即念知欝曇藍弗三垢
尠。……物故已来已復七日、第二学仙今日寿終。

⑦　方広（大正03　p.605中）；五眼清浄観察世間、作是思惟、誰応最初堪受我法。……彼外道羅摩
之子……其命終已経七日。……彼外道阿羅邏仙人……其命終已経三日。

⑧　LV.（Lef.　p.403,　溝口　p.355）；五つの眼を身にそなえ、何物も覆い曇らすことのできない
ブッダの観察力をもって世間全体を考察して、……誰の為に、先ず最初に、私はこの法を教える

ことができようか？……ルドラカ・ラーマプトラ（Rudraka RAmaputra）……七日前

（sapatAhakAlagata）に死んだ……アーラーダ・カーラーパ（ArADaKAlApa）……三日前

（trINy ahAni kAlagata）に死んだということを知られた。

⑪　仏讃（大正04　p.028下）；食已顧思惟　誰応先聞法　唯有阿羅藍　欝頭羅摩子　彼堪受正法　
而今已命終

⑫　BC.（14－106）；アラーダとウドラカとのこの二人は、〔ブッダの〕教えを理解しうる知恵をもっ
ている、と牟尼は見そなわした。しかし、その二人はすでに天に逝った、と心でごらんになって、

〔ブッダの〕心は五人の比丘に向けられた。

⑬　行経（大正04　p.087下）；応得度者　阿蘭命過　已至七日　見欝陀羅　昨夜命終
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⑭　過去（大正03　p.643上）；爾時世尊、受梵王等請已、……満二七日。爾時世尊、又復思惟、…
…誰応在先、而得聞者、阿羅邏仙人。……阿羅邏仙人昨夜命終。……迦蘭仙人昨夜命終。

⑮　集経（大正03　p.807上）；爾時世尊、作如是念。我今於先初説法処。……優陀羅迦羅摩子、…
…命終来、已経七日……生於非非想天。……阿羅邏迦羅摩種、……昨日命終……知阿羅邏此処命

終、生不用処。

⑯　MV.（vol.Ⅲ　p.322　JonesⅢ　　p.312）；その時世尊は考えられた。「最初にこの法を説いた時、
誰が理解出来るだろうか」……ウドラカ・ラーマプトラ（UdrakaRAmaputra）……彼は七日前

に（satAhaM kAlagato）亡くなった……アーラーダ・カーラーマ（ArADaKAlApa）……彼は三日

前に（tryahaM kAlagato）亡くなった。

⑰　衆許（大正03　p.953上）；爾時世尊即自思惟、今者何人先得聞法。……阿　拏迦羅摩等仙人…
…皆已命終方今七日。……　捺　迦羅摩子亦趣無常。

［C］後世の仏伝資料

①　釈迦（大正50　p.037下）；爾時世尊受梵王等請已。（出因果経）
③　氏譜（大正50　p.092上）；経云。……即以道眼、念彼二仙並已寿終。
④　統紀（大正49　p.152中）；二七日。以仏眼観諸衆生上中下根及諸煩悩。三七日思惟、……誰先得
聞。阿羅　……昨日命終、……迦蘭……昨夜命終。

⑥　Bigandet.（vol.Ⅰ　p.113,　赤沼　p.149）；仏陀は次に考え給うよう。「私は先づ誰に向って仏
法を宣伝したらよかろうか」……阿羅羅仙……七日以前に逝く……鬱陀羅仙……昨日中夜命終。

　【26】ウパカに遇う

　　　　バーラーナシー（BArANasI）に行く途中で、アージーヴィカ教徒（AjIvika）のウパカ（Upaka）

　　　　と遇う。釈尊は成仏したことを宣言するが、ウパカはそのまま行ってしまう。

［A］原始聖典

①　MN.026‘Ariyapariyesana-s.’（vol.Ⅰ　　p.170）；邪命外道のUpakaはガヤーと菩提樹の中間の

道を行く私を見た。……

①　Vinaya‘MahAkhandhaka’（vol.Ⅰ　　p.008）；世尊はバーラーナシーに行く途中のガヤーと菩
提樹の間で（antarA ca GayaM antarA ca bodhiM addhAnamaggapaTipannaM）邪命外道のウパ

カ（Upaka AjIvika）に会った。

③　中阿含204「羅摩経」（大正01　p.777中）；摂衣持鉢往波羅　加尸都邑。爾時異学優陀遙見我来、
而語我曰……。

④　雑阿含604（大正02　p.167中）；此処如来詣波羅奈国時、阿時婆外道問仏。
⑥　増一阿含24－05（大正02　p.618中）；便従坐起而去、欲向波羅　国。是時優毘伽梵志遙見世尊
光色炳然、翳日月明。見已白世尊曰……。

⑦　四分律「受戒　度」（大正22　p.787中）；見已即往詣彼仙人鹿苑所。時見優陀耶梵志、亦在路
行。遙見世尊、前白仏言。瞿曇、諸根寂静顔色怡悦。汝師是誰、為従誰学、為学何法。爾時世尊

以偈報言……。

⑧　五分律「受戒法」（大正22　p.104上）；今此五人在波羅　国仙人鹿苑中。念已便行、未至中間
道逢梵志、名優婆耆婆。遙見世尊姿容挺特諸根寂定、円光一尋猶若金山。便問曰。本事何師行何

道法以致斯尊……。

⑪　根本有部律「破僧事」（大正24　p.127上）；往詣迦施那国波羅　斯城。乃路逢一外道、名為親
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近。彼見世尊形容端厳清浄色相善好。問曰。具寿喬答摩、諸根端正清浄顔容皮膚細滑、於何教師

而得出家受誰法教。……

［B］仏伝経典

①　NK.（vol.Ⅰ　p.081,　南伝28　p.173）；十八由旬の道（aTThArasayojanamagga）を旅して、途

中で優波迦（ウパカ　Upaka）という活命（AjIvika　アージーヴィカ）〔派〕の苦行者に遇い、

彼に自分が仏と成ったことを語られ……。

③　中本（大正04　p.148上）；径詣波羅奈国、未至中間、道逢梵志、名曰優吁。
⑦　方広（大正03　p.605下）；爾時如来作是念已、従菩提樹向迦尸国波羅奈城。……是時伽耶城傍
有一外道、名阿字婆。

⑧　LV.（Lef.　p.405,　溝口　p.357）；かの如来は、このように熟考された後に、「悟りの場」か
ら立ち上がり、……カーシ（KASi）の国に到着された。この時、「悟りの場」の近くのガヤー

（GayA）山の上（近く）で、一人のアージーヴァカ（AjIvaka）がこうして歩いて来られる如来

を遠くから認めた。

⑪　仏讃（大正04　p.028下）；道逢一梵志　其名憂波迦
⑫　BC.（15－01）；なすべきことをすべて成就して、静寂にして光輝にみちた彼（ブッダ）はただひ
とり行くにもかかわらず、あたかも衆人と共なるかのごとくであった。道で、ある敬虔な比丘が

〔ブッダを〕見て、奇異の念をいだき、合掌してこう話しかけた。

⑬　行経（大正04　p.087下）；行詣大城　波羅奈界　……　有一達士　名曰尼　　於路逢之
⑭　過去（大正03　p.643下）；路逢外道、名優波伽。
⑮　集経（大正03　p.808上）；爾時世尊従道樹下起已、安庠漸漸行到旃陀羅村(隋言厳熾)。……至純
(之詢反)陀私洟(他梨反)羅聚落(隋言無角堆)中、於其路上、見有一乞婆羅門、名優波伽摩(隋言来

事)。

⑯　MV.（vol.Ⅲ　p.325　JonesⅢ　　p.316）；（ウルヴィルヴァー〔UruvilvA〕→ガヤー〔GayA〕→

アパラガヤー〔AparagayA〕→ヴァシャーラー〔VaSAlA〕→チュンダドゥヴィーラ〔CundadvIla〕

と移動）アージーヴァカのウパカ（Upaka AjIvaka）は路の途中で世尊を見た。

⑰　衆許（大正03　p.953中）；於是世尊自菩提樹、往波羅奈国鹿野之苑。時於路次有一仙人、名烏
波　。

［C］後世の仏伝資料

③　氏譜（大正50　p.092中）；経云。……路逢外道名優波伽。
⑥　Bigandet.（vol.Ⅰ　p.115,　赤沼　p.150）；そこで阿闍波羅尼拘律陀樹の地を離れて、婆羅那斯
に赴き給うた。……迦耶村（Gaya）への途中……異教の沙門優波迦（Upaka）に遇い給うた。

　【27－01】初転法輪----五比丘と会う

　　　　バーラーナシー（BArANasI）の仙人堕処（Isipatana）・鹿野苑（MigadAya）についた世尊を、

　　　　５人の比丘は約束に反していそいそと出迎える。

［A］原始聖典

①　MN.026‘Ariyapariyesana-s.’（vol.Ⅰ　　p.171）；私は次第に遊行して、バーラーナシーの鹿野
苑の５人の比丘たちのところに近づいた……。

①　‘SuttanipAta’Vs.684（p.133）；（菩薩は）仙人堕処という園林で法輪を転じられるであろう
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（vattessati cakkaM Isipatane vane）。
①　‘BuddhavaMsa’26－17（p.098）；バーラーナシーの仙人堕処において法輪を転じた

（BArANasI Isipatane cakkaM pavattitaM mayA）。

①　Vinaya‘MahAkhandhaka’（vol.Ⅰ　　p.008）；世尊は次第に遊行して、バーラーナシーの仙人
堕処・鹿野苑（BArANasI Isipatana MigadAya）の五比丘の所に近づかれた。

③　中阿含204「羅摩経」（大正01　p.777下）；時五比丘遙見我来、各相約勅而立制曰。諸賢、当知、
此沙門瞿曇来、多欲多求……。

⑥　増一阿含24－05（大正02　p.618下）；是時五比丘遙見世尊来。見已、各共論議。此是沙門瞿曇
従遠而来。情性錯乱、心不専精。我等勿復共語、亦莫起迎、亦莫請坐……。

⑦　四分律「受戒　度」（大正22　p.787下）；時世尊捨去、往仙人鹿苑所。五比丘遙見世尊来、各
各相誡勅言。此瞿曇沙門、行不著路迷荒失志、若来至此。汝等莫與言語、亦莫禮敬、更別施小座

令坐……。

⑧　五分律「受戒法」（大正22　p.104中）；於是世尊之波羅　趣五人所。五人遙見仏来共作要言。
瞿曇沙門昔日食一麻一米、尚不得道。今既多欲去道遠矣。但為敷一小座慎莫起迎禮拜問訊……。

⑪　根本有部律「泥薩祇波逸底迦004」（大正23　p.717上）；受梵王請往婆羅　斯。三転十二行法輪、
度五　芻及以随五　芻已。

⑪　根本有部律「破僧事」（大正24　p.127上）；詣迦施那国波羅　斯城仙人堕処施鹿林中。是時五人
在彼林中、遙見世尊、各相謂言、共立一制。……

⑪　根本有部律「破僧事」（大正24　p.156下）；往詣波羅　斯城度　陳如五　芻衆。次度耶舎五人。
次度賢衆六十人民。

⑪　根本有部律「雑事」（大正24　p.292下）；時五　芻於如来処、頻喚名字及以氏族、或云具寿。
仏告諸　芻。汝等不応於如来処喚其名字及以氏族或云具寿。

⑫　法顕訳「大般涅槃経」（大正01　p.199下）；常在人天受楽果報無有窮尽。何等為四。一者如来
為菩薩時、在迦比羅旆兜国藍毘尼園所生之処。二者於摩竭提国、我初坐於菩提樹下得成阿耨多羅

三藐三菩提処。三者波羅　国鹿野苑中仙人所住転法輪処。四者鳩尸那国力士生地煕連河側娑羅林

中双樹之間般涅槃処。

⑫　法顕訳「大般涅槃経」（大正01　p.204中）；我於道場成阿耨多羅三藐三菩提、最初説法、度阿
若　陳如等五人。

①　＊　DN.014‘MahApadAna-s.’（大本経　vol.Ⅱ　　p.040）；ヴィパッシン仏は鹿野苑において初転法輪
　　　された。

⑦　＊　四分律「衣　度」（大正22　p.849中）；爾時世尊、在波羅捺国鹿野苑中。時五比丘往世尊所、頭面

　　　禮足却住一面。五人白仏。我等当持何等衣。仏言。聴持糞掃衣及十種衣……。

⑦　＊　四分律「房舎　度」（大正22　p.936中）；爾時世尊在波羅　。時五人従坐起、偏露右肩右膝著地合

　　　掌白言。世尊。我等当住何等房舎臥具。仏言。聴在阿蘭若処樹下。若空房若山谷窟中、若露地若草　

　　　草　辺、若林間若塚間若水辺、若敷草若葉……。

⑦　＊　四分律「雑　度」（大正22　p.945上）；爾時世尊在波羅　。五比丘来至仏所、頭面禮足却坐一面。

　　　白仏言。我等応持何等。仏言。聴持迦羅鉢舎羅鉢。時有比丘入僧中食無鉢。仏言聴比坐與……。

⑧　＊　五分律「食法」（大正22　p.147下）；仏在波羅　国。爾時五比丘、到仏所頭面禮足。白仏言。世尊。

　　　我等当於何食。仏言。聴汝等乞食。復白仏言。当用何器。仏言聴用鉢……。

⑨　＊　十誦律「臥具法」（大正23　p.243上）；仏在波羅　国。爾時五比丘白言。世尊。我等当何処住。仏

　　　言。汝等応山巌竹林樹下住。諸比丘於山巌竹林樹下宿……。

⑪　＊　根本有部律「衆多学法」（大正23　p.901中）；仏在婆羅　斯仙人堕処施鹿林中。時五　芻雖復出家

　　　尚同俗服、威儀容飾甚不端厳。爾時世尊作如是念。過去諸仏云何教声聞衆著衣服耶。是時諸天前白仏
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　　　言。如浄居天所著衣服。世尊即以天眼観知如諸天所説事無差異。即告　芻曰。汝従今後応同浄居天円

　　　整着泥婆珊。

　＊⑫　法天訳「毘婆尸仏経」（大正01　p.156下）；時毘婆尸仏既成道已、即作是念。我於何処先応説法利
　　　益有情。諦観思惟、満度摩王所都大城、人民熾盛機縁純熟。作是念已、即従座起整衣服手執応器次第

　　　行乞、往満度摩城、詣安楽鹿野園中……。

［B］仏伝経典

①　NK.（vol.Ⅰ　p.081,　南伝28　p.172）；「阿沙陀（アーサールハ）月の満月の日に（AsALhipuN

NamAsiyaM）波羅奈（BArANasI　バーラーナシー）へ行こう」と、十四日の朝早く夜の明け方に

（cAtuddasiyaM paccUsasamaye pabhAtAya rattiyA kAlass' eva）（途中ウパカ〔Upaka〕に会い

）その日の夕方、イシパタナ（Isipatana）に著き給うた。五群の長老たちは、……礼拝致すまい
。……「友よ」と呼びかけたり……してはならない。……仏は……五群の長老たちを呼んで、転

法輪経（Dhammacakkappavattanasutta）を説き給うた。

③　中本（大正04　p.148上）；於時如来、便詣波羅奈国古仙人処鹿園樹下、趣彼五人（拘憐、　陛、
抜提、十力迦葉、摩南拘利）。

④　瑞応（大正03　p.480下）；仏已可梵天念誰可先度者。昔者父王遣五人侍我、今在山中、即復道還。
五人見仏、自相謂言、是人来者、慎莫與起也。仏到、五人皆起、不覚作禮。……五人不対、願為

弟子、仏即手摩其頭、以為沙門。

⑤　異出（大正03　p.620中）；意欲教之、当先教誰。吾王遣五人侍我、……仏即復故道而還。五人
遙見仏来、不知何人、自相謂、是人来者、慎無作禮。……仏将五人倶去、行数日、仏以手摩五人

頭鬚、皆為沙門。

⑥　普曜（大正03　p.529上）；従次前行至波羅奈神仙鹿苑、詣五人所。於時五人遙見仏来、転相謂
言、……假使来者慎莫為起亦勿迎逆。……於時五人稽首仏足悔過自責。

⑦　方広（大正03　p.606上）；時阿字婆辞仏南行如来北逝経伽耶城。……龍名曰善見、明日設斎…
…盧醯多婆蘇都村、……多羅聚落……経娑羅村、……恒河辺。（船人との問答）……如来至波羅

奈、……詣鹿野苑中。時五跋陀羅遙見世尊。

⑨　僧伽（大正04　p.137下）；是時五人逢見如来、見已便相告言。……広説如契経。
⑩　十二（大正04　p.147上）；二年於鹿野園中為阿若拘隣等説法。復為畢婆般等説法。復為迦者羅
等十七人説法。復為大才長者及二才念優婆夷説法。復為正念尼　説法。復為提和竭羅仏時四十二

人説法。

⑪　仏讃（大正04　p.028下）；次有五比丘　応聞初説法　……　行詣波羅奈　古仙人住処　……　
隣如族子　次十力迦葉　三名婆澀波　四阿湿波誓　五名跋陀羅　……　遠見如来至　集坐共議言

⑫　BC.（15－16）；そのとき、カウンディニャ族の者、マハーナーマン、ヴァーシュパ、アシュヴァ
ジト、およびバドラジトの五人の比丘は、遠くから彼（ブッダ）を見て、お互いに次のような言

葉を語り合った。

⑬　行経（大正04　p.088上）；至波羅奈　……　鹿野之園　……　億宝意好　辺方第三　第四馬氏
　第五賢居　爾時五人　遙見仏来　還共論議　而相謂言　……　不足起迎　亦莫禮待

⑭　過去（大正03　p.644上）；爾時世尊、即復前行、往婆羅奈国、至　陳如摩訶那摩跋波阿捨婆闍
跋陀羅闍所止住処。時彼五人、遙見仏来、共相謂言。

⑮　集経（大正03　p.808下）；爾時世尊、安庠漸行、従周蘭那娑陀羅去(即是無角堆)至迦蘭那富羅聚
落(隋言耳城)。……至娑羅洟聚落(隋言調御城)、……至盧醯多柯蘇兜聚落(隋言閉塞城)、従閉塞城

至恒河岸。（船師と問答）時従西門、入波羅奈城、……従城東門、……向鹿苑林。……爾時五仙、

……唯　陳如、独一人心、不同此誓。……箕宿月初十五日内、十二日昊過半人影、当如是時、…
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…合於鬼宿及房宿時。

⑯　MV.（vol.Ⅲ　 p.328　JonesⅢ　　p.320）；リシパタナ（RXipatana）には五人のグループが滞在

していた。即ち、AjJAta KauNDinya、ASvakin、Bhadraka、VAXpa、MahAnAmanである。

⑯　MV.（vol.Ⅲ　p.340　JonesⅢ　　p.335）；アシャーダ月の第二の二週間の十二日、日影が人の長
さの半分で、アヌラーダ星座が昇るとき（AXADhamAsasya uttarapakXe dvAdaSIyaM ...  dhyar-

dhapauruXAyaM chAyAyAM anurAdhe nakXatre vijaye muhUrte）、その瞬間に法輪を転じた。

⑰　衆許（大正03　p.953下）；爾時世尊即自往彼波羅奈国鹿野之苑。時彼五人其名灑替梨迦摩斛梨
迦未斛羅　　鉢　賀拏尾婆　多等、……遙見世尊。……時彼五人常行乞食。世尊到已、或三人乞

食二人奉事、或二人乞食三人奉事、互為給侍精進無懈。

［C］後世の仏伝資料

①　釈迦（大正50　p.039上）；爾時世尊、即復前往波羅　国、至　陳如摩訶那摩跋波　阿捨婆闍　
跋陀羅闍　所止住処……。（出因果経）

③　氏譜（大正50　p.092中）；経云、即復往波羅奈五人所。
④　統紀（大正49　p.153下）；三月八日、世尊前行至波羅奈国鹿野園中……仏自二月八日成道、自
九日至二十九日。為寂場三七満、至三月六日、為水辺定。四七日満、三月七日、受提謂長者食。

然後至鹿野園、正五七日内、三月八日也。涅槃云。初生出家成道転法輪、皆以八日。

⑤　JM.（p.029,畑中　p.118）；そしてアーサールハ月の満月の日（AsALhapuNNamiyaM kAlass' e-

va）、早朝に衣鉢を持って１８由旬の道（aTThArasayojanamaggaM）を行道し、その日のうちの

夕暮れ時に（taM divasaM yeva sAyaNhasamaye）、イシパタナ（Isipatana）に至った。彼は五
群の長老たちに法輪を転ずる談話をもって呼びかけた。

⑥　Bigandet.（vol.Ⅰ　p.117,　赤沼　p.155）；仏陀は優波迦にわかれ、歩を進めて、婆羅那斯の方
へ赴き……鹿野苑に入って、不信の五比丘の住居の方へ進み給うた。…五人の最初の比丘は、　

陳如（Kautagnya）、跋提迦（Baddiha）、婆沙波（Wappa）、摩訶那摩（Mahanan）、阿説示

（Asadzi）である。

　【27－02】初転法輪----中道を説く

　　　　釈尊は５人の比丘たちに苦行と楽行に近づいてはならないと、中道（八正道）を説く。

［A］原始聖典

①　SN.56－11（vol.Ⅴ　　p.420）；世尊は五比丘（paJcavaggiye bhikkhU）に語られた。出家者はこ

れらの二つの極端に親しんではならない（dve me bhikkhave antA pabbajitena na sevittabbA）。

①　Vinaya‘MahAkhandhaka’（vol.Ⅰ　　p.010）；世尊は五比丘に告げられた。比丘らよ、二つの
極端（dve' me antA）があって、出家者は近づいてはならない。二つとは何か。愛欲において貪

着すること（kAmesu kAmasukhallikAnuyogo）、自らを苦しめること（attakilamathAnuyogo）

である。如来はこの二つの極端を捨てて中道（majjhimA paTipadA）を覚った。

③　中阿含204「羅摩経」（大正01　p.777下）；五比丘当知、有二辺行、諸為道者所不当学。一曰著
欲楽下賤業凡人所行、二曰自煩自苦非賢聖求法無義相応。五比丘、捨此二辺有取中道、成明成智

成就於定而得自在。

⑦　四分律「受戒　度」（大正22　p.788上）；比丘出家者、不得親近二辺。楽習愛欲、或自苦行、
非賢聖法、労疲形神不能有所辧。比丘除此二辺已、更有中道、眼明智明永寂休息、成神通得等覚、

成沙門涅槃行。云何名中道……。
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⑧　五分律「受戒法」（大正22　p.104中）；仏復告曰。世有二辺不応親近。一者貪著愛欲説欲無過。
二者邪見苦形無有道迹。捨此二辺便得中道、生眼智明覚向於泥　……。

⑪　根本有部律「破僧事」（大正24　p.127中）；爾時世尊告五人曰、出家之人不得親近二種邪師。
云何為二、一者楽著凡夫下劣俗法及耽楽婬欲処。二者自苦己身造諸過失、並非聖者所行之法。

⑫　安世高訳「転法輪経」（大正02　p.503中）；一時仏在波羅　国鹿野樹下坐。……於是仏告諸比
丘。世間有二事堕辺行。行道弟子捨家者、終身不当與従事。何等二……。

［B］仏伝経典

③　中本（大正04　p.148中）；仏告五人、世有二事。……　何謂為二、殺生婬　、恃豪貪欲、極身
労苦、内無道跡。無是二事、是真道人不。……　何謂取中。……　具八正行、是名取中、止宿泥

　。

⑦　方広（大正03　p.607中）；如来……至後夜已喚五跋陀羅而告之言、……出家之人有二種障。何
等為二、一者心着欲境而不能離、……二者……自苦其身而求出離。……汝等当捨如是二辺。我今

為汝説於中道、……如是八法名為中道。

⑧　LV.（Lef.　p.416,　溝口　p.367）；夜の最後の区分（後夜）において（rAtryAH paScime yame）、

如来はかの良い家柄出身の五人を呼んで、こう言われた。これら二つの極端は、出家修行者にとっ

て、入ってはならない所である。……これら二つの極端を離れて進んだ後に、如来が法を教えら

れるのは、真ん中の道をもってである。つまり、例えば完全な視力（正見）……完全な瞑想（正

定）である。

⑨　僧伽（大正04　p.123中）；布現八賢聖道而転法輪。彼喩如影不在日前在闇前。此亦如是、一切
結使不與道共相応、是故而転法輪。

⑪　仏讃（大正04　p.029下）；如来即為彼　略説其要道　愚夫習苦行　楽行悦諸根　見彼二差別　
斯則為大過　非是正真道　……　我已離二辺　心存於中道　……　八道坦平正

⑫　BC.（15－27）；愚かな人は自らを困憊させたり、あるいはまた感官の対象に執着したりする。
不死に到達する道ではない、誤りにみちたこの二つの極端〔な方法〕をよく見なさい。……この

二つの極端な道をともに棄てさり、私は中なるもう一つの道によってさとった。……八正道……。

⑬　行経（大正04　p.079上）；何由致道　願示其意　猶如有人　　圧沙水　唐労其力　終不得蘇　
譬人　牛　捨乳　角　以其行　　終不得乳　……　猶如盛火　得風吹動　焼然乾薪　終不休滅

⑭　過去（大正03　p.644中）；爾時世尊、語　陳如言。……是以苦楽、兩非道因。……今者若能棄
捨苦楽、行於中道、心則寂定、堪能修彼八正聖道、離於生老病死之患。我已随順中道之行、得成

阿耨多羅三藐三菩提。

⑮　集経（大正03　p.811上）；世尊……告諸五比丘言。……出家之人、恒常須捨世間二事。何等為
二。一受欲楽。……第二捨者、自身所困、受苦之処、非聖所歎。……我如是捨彼二辺已、説有中

路。……八正聖道、……是中路。

⑯　MV.（vol.Ⅲ　 p.331　JonesⅢ　　p.323）；世尊は五人の比丘達に説かれた。「宗教的生活を進め
る人にとって、この両極端がある。二つとは何か。感覚的快楽への耽溺……自身の苦行への耽溺

がある。……これらの両極端を避け、如来の聖なる法と規律によるのは中道である。

⑰　衆許（大正03　p.954上）；仏因制之曰。有二事法、修行之人而不得行。云何二事、為於色欲生
貪、……若……修其苦行、……離於苦楽行於中道。……於此八正而広修習、……趣無上正等正覚。

［C］後世の仏伝資料

①　釈迦（大正50　p.039中）；爾時世尊語　陳如言。（出因果経）
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　【27－03】初転法輪----四諦三転十二行相を説く

　　　　釈尊は中道に続いて四諦を三転十二行相の形で説く。

［A］原始聖典

①　SN.56－11（vol.Ⅴ　　p.421）；比丘らよ、これが苦の聖諦である。……
①　Vinaya‘MahAkhandhaka’（vol.Ⅰ　　p.010）；また比丘らよ、これが苦聖諦である……。
③　中阿含204「羅摩経」（大正01　p.778中）；彼如是定心清浄無穢無煩、柔軟善住得不動心、修学
漏尽智通作證、彼知此苦如真……。

④　雑阿含379（大正02　p.103下）；一時仏住波羅　鹿野苑中仙人住処。爾時世尊告五比丘。此苦聖
諦、本所未曾聞法。当正思惟時、生眼智明覚……。

④　雑阿含604（大正02　p.167中）；此処仙人園鹿野苑。如来於中為五比丘三転十二行法輪。而説偈
言。

　　此処鹿野苑　如来転法輪　三転十二行　五人得道跡

　時王於是処興種種供養及立塔廟。

⑥　増一阿含24－05（大正02　p.619上）；是時世尊告五比丘。汝等当知、有此四諦。云何為四。苦
諦、苦習諦、苦尽諦、苦出要諦……。

⑦　四分律「受戒　度」（大正22　p.788上）；四聖諦。何謂為聖諦。苦聖諦、苦集聖諦、苦尽聖諦、
苦出要聖諦。何等為苦聖諦……。

⑧　五分律「受戒法」（大正22　p.104中）；復有四聖諦。苦聖諦苦集聖諦苦滅聖諦苦滅道聖諦。何
謂苦聖諦……。

⑨　十誦律「五百比丘結集三蔵品」（大正23　p.448中）；一時仏在波羅奈仙人住処鹿林中……是時
仏告五比丘、是苦聖諦、我先不従他聞法、中正憶念時、於諸法中、生眼生智生明生覚……。

⑪　根本有部律「泥薩祇波逸底迦004」（大正23　p.717上）；受梵王請王婆羅　斯、三転十二行法輪、
度五　芻及以随五　芻已。

⑪　根本有部律「　芻尼波羅市迦001」（大正23　p.911上）；往婆羅　斯国仙人堕処施鹿林中、為五
　芻及以随五、三転十二行法輪。

⑪　根本有部律「　芻尼泥薩祇波逸底迦004」（大正23　p.948中）；受梵王請往婆羅　斯、三転十二
行法輪度五　芻及以随五　芻已。

⑪　根本有部律「出家事」（大正23　p.1027上）；時有梵天、来請世尊。於波羅　斯、三転法輪。時
会聴者、有大臣子五十余人。既聞法已、並請出家及受近円。

⑪　根本有部律「破僧事」（大正24　p.127下）；爾時世尊告五人曰。此苦聖諦法、我未曾聞、由如
理作意精勤力故、得浄慧眼智明覚生。……

⑪　根本有部律「雑事」（大正24　p.292上）；如是我聞。一時薄伽梵在婆羅　斯仙人堕処施鹿林中。
爾時世尊告五　芻曰。汝等　芻、此苦聖諦於所聞法、如理作意、能生眼智明覚……。

⑪　根本有部律「雑事」（大正24　p.299下）；受梵天請往婆羅　斯三転十二行法輪。
⑪　根本有部律「雑事」（大正24　p.399下）；至婆羅　斯国為五　芻、三転十二行四諦法輪。
⑪　根本有部律「雑事」（大正24　p.406下）；一時薄伽梵在婆羅　斯仙人堕処施鹿林中。爾時世尊
告五　芻曰。此苦聖諦於所聞法如理作意、能生眼智明覚。此中広説如上三転法輪経。

⑫　法顕訳「大般涅槃経」（大正01　p.204上）；於菩堤樹下思八聖道究竟源底、成阿耨多羅三藐三
菩提、得一切種智。即往波羅捺国鹿野苑中仙人住処、為阿若　陳如等五人転四諦法輪、其得道跡。

爾時始有沙門之称出於世間福利衆生。

⑫　安世高訳「転法輪経」（大正02　p.503中）；若諸比丘本末聞道、当已知甚苦為真諦……。
⑫　義浄訳「三転法輪経」（大正02　p.504上）；一時薄伽梵在婆羅　斯仙人堕処施鹿林中。爾時世
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尊告五　芻曰、汝等　芻、此苦聖諦……。

④　＊　雑阿含380~402（大正02　p.104中）；「一時仏住波羅　仙人住処鹿野苑中」としてさまざまな形

　　　で四諦説が説かれている。初転法輪をイメージしたものと考えられる。

［B］仏伝経典

③　中本（大正04　p.148中）；若能断貪、精進修明、可得泥　。何謂泥　。先知四諦。何謂為四、
……何謂為苦、……何謂為習、……何謂為尽、……何謂入道。

⑦　方広（大正03　p.607中）；有四聖諦。何等為四、所謂苦諦、苦集諦、苦滅諦、證苦滅道諦。
⑧　LV.（Lef.　p.417,　溝口　p.367）；ここに四つの尊敬するべき真理がある。その四つとは何々
であるか？それらは、苦しみ（苦）、苦しみの起源（集）、苦しみの妨げ（滅）、苦しみの妨げ

に導く道（道）である。

⑨　僧伽（大正04　p.124下）；以四賢聖諦観察四方分別決了。以無漏等見山踞生死岸、已踞彼生死
岸。至善業等業等方便娯楽三昧、八賢聖道皆悉分別。

⑪　仏讃（大正04　p.030中）；我知苦断集　證滅修正道　観此四真諦　遂成等正覚
⑫　BC.（15－38）；これはすべて苦である。これは〔苦の〕原因である。……これはその〔滅に至
る〕道である。このように、解脱のための、先例のない、いまだ聞いたこともない真理の道につ

いて、私の目が開いたのである。

⑬　行経（大正04　p.079中）；以是四諦　為是五人　三明解脱　以堅金剛　正法慧杵　壊砕五人　塵
労之山

⑭　過去（大正03　p.644中）；爾時世尊、観五人根堪任受道、而語之言。……　陳如、我以知苦、
以断習、以證滅、以修道故、得阿耨多羅三藐三菩提。……当知……若人不知四聖諦者。

⑮　集経（大正03　p.811中）；爾時仏告諸比丘言。汝等比丘、至心諦聴。有四聖諦、何等為四、謂
苦聖諦、苦集聖諦、苦滅聖諦、得道聖諦。……

⑯　MV.（vol.Ⅲ　 p.331　JonesⅢ　　p.324）；さて比丘達よ、ここに四つ聖なる真理がある。四とは
何か。

⑰　衆許（大正03　p.954上）；爾時世尊……観知五人堪能受法、即復告曰……是苦汝須知、……此
是集汝応断、……此是滅汝応證、……此是道汝応修。

［C］後世の仏伝資料

①　釈迦（大正50　p.039中）；爾時世尊観五人根、堪任受道。（出因果経）
③　氏譜（大正50　p.092中）；……仏具為解脱、五陰輪廻三有諸苦。陳如最初悟解四諦……。
④　統紀（大正49　p.153下）；初為　陳如説四聖諦法、汝今応当知苦断集証滅修道。当仏三転四諦
十二行法輪。

⑥　Bigandet.（vol.Ⅰ　p.118,　赤沼　p.156）；私は今阿羅漢となった。世の中に、四真諦の理を知
るものは私のみである。

　【27－04】初転法輪----コンダンニャに法眼生ず

　　　　四諦の三転十二行相を聞いた５比丘の一人のコンダンニャ（KoNDaJJa）に法眼が生じる（預

　　　　流果を得る）。これによってコンダンニャはアンニャータコンダンニャ（AJJAtakoNDaJJa）

　　　　と呼ばれるようになる。

［A］原始聖典

仏伝諸経典および仏伝関係諸資料のエピソード別出典要覧



①　SN.56－11（vol.Ⅴ　　p.423）；この教えを説かれたとき、具寿コンダンニャに遠塵離苦の法眼が
生じた（Ayasmato KoNDaJJassa virajaM vItamalaM dhammacakkhum udapAdi）。

①　‘TheragAthA’Vs.679（p.069）；激しく精進する長老KoNDaJJaはブッダに次いで正覚し、生

死を捨てて梵行を完成した（buddhAnubuddho yo thero KoNDaJJo tibbanikkhamo, pahInajAtim

araNo brahmacariyassa kevalI）。

①　‘TheragAthA’Vs.1246（p.111）；激しく精進する長老KoNDaJJaはブッダに次いで正覚し、常

に安楽住と遠離を得ている（lAbhI sukhavihArAnaM vivekAnaM abhiNhaso）。

①　‘ApadAna’03－01－007（p.049）；（出家してから）７年目に仏は真実を説かれ、その名を

KoNDaJJaと称する者は、最初に覚る（tato sattamake vasse Buddho saccaM kathessati KoN-

DaJJo nAma nAmena paThamaM sacchikAhi）。

①　Vinaya‘MahAkhandhaka’（vol.Ⅰ　　p.011）；この教えを説かれたとき、KoNNdaJJaに遠塵離

苦の法眼（viraja vItamala dhammacakkhu）が生じた。生じたものはすべて滅するものである

（yaM kiJci samudayadhammaM sabbaM taM nirodhadhammaM）と。

④　雑阿含379（大正02　p.104上）；爾時世尊説是法時、尊者�� 　陳如及八萬諸天、遠塵離垢得法眼浄。

⑥　増一阿含24－05（大正02　p.619中）；爾時説此法時、阿若拘隣諸塵垢尽、得法眼浄。
⑦　四分律「受戒　度」（大正22　p.788中）；爾時世尊説此法。時五比丘阿若　陳如、諸塵垢尽得
法眼生。

⑧　五分律「受戒法」（大正22　p.104下）；説是法時。地為六返震動。　陳如遠塵離垢、於諸法中得
法眼浄。

⑨　十誦律「五百比丘結集三蔵品」（大正23　p.448下）；説是法時、長老　陳如及八萬諸天、遠塵
離垢諸法中法眼生。

⑪　根本有部律「僧伽伐尸沙002」（大正23　p.682中）；至余房而告之曰。此是上座阿若　陳如所住
之房。諸妹、然此世間盲冥無識、既罕将導長夜輪迴。爾時世尊初成正覚以妙智藥為開法眼、三転

法輪令其啓悟。於大師衆弟子之中最為上首。耆年宿徳善修梵行、受持法衣此為初首。汝応至心禮

敬其足。

⑪　根本有部律「破僧事」（大正24　p.128上）；世尊説此法時、具寿　陳如、證於無垢無塵法中得
法眼浄。及八萬天衆、於法中亦證法眼。

⑪　根本有部律「雑事」（大正24　p.292中）；爾時世尊説是法時。具寿　陳如及八萬諸天遠塵離垢
得法眼浄。

⑫　安世高訳「転法輪経」（大正02　p.503下）；仏説是時、賢者 �� 阿若拘鄰等及八千　天、皆遠塵離

垢諸法眼生。

⑫　義浄訳「三転法輪経」（大正02　p.504上）；爾時世尊説是法時、具寿　陳如及八萬諸天、遠塵
離垢得法眼浄。

［B］仏伝経典

①　NK.（vol.Ⅰ　  p.082,　南伝28　p.174）；五群中の阿若　陳如（アンニャーコンダンニャ　
AJJAkoNDaJJa）長老は、その説法を聞いて智慧を獲、〔仏が〕この経の説を終え給うと、……

預流果に入った。

③　中本（大正04　p.148下）；説是法已、拘憐等五人、逮得法眼。
⑥　普曜（大正03　p.530中）；拘隣知之。拘隣者知本際也。
⑧　LV.（Lef.　p.421,　溝口　p.371）；こうして十二の面を持つ法の車輪は立派に廻された。それ
はカウンディンヤによってよく認識された。カウンディンヤ（KauNDinya）を五人の修行者の中

の第一人者として、法の眼が六十億の神々の所で立派に清められた。
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⑪　仏讃（大正04　p.030中）；説是真実時　　憐族姓子　八萬諸天衆　……　清浄法眼成　……　
於仏弟子中　最先第一悟

⑫　BC.（15－51）；このようにここ（鹿の園）で慈しみの心にみちた偉大な仙人がこの教えをお説
きになったとき、カウンディニャ氏族の者と百の神々とは……塵を離れた〔真理を見る〕眼（法

眼）を得た。

⑭　過去（大正03　p.644下）；　陳如、汝等解未。　陳如言、解已世尊、知已世尊。以於四諦得解
知故、故名阿若　陳如。当仏三転四諦十二行法輪時、阿若　陳如、於諸法中、遠塵離垢、得法眼

浄。

⑮　集経（大正03　p.811下）；仏説如是法相之時、……彼　陳如、即於坐処、諸垢皆除、煩悩尽滅、
得法眼浄、如実而知。

⑯　MV.（vol.Ⅲ　 p.333　JonesⅢ　　p.327）；この説法によって、尊者アージュニャータカウンディ
ンヤ（AjJAtakauNDinya）は損なわれることのない、汚れのない法眼浄を得た。

⑰　衆許（大正03　p.954中）；爾時世尊如是三転十二行法輪。時尊者鈎　等、除去塵垢得法眼浄。

［C］後世の仏伝資料

①　釈迦（大正50　p.039下）；　陳如、汝等解未。（出因果経）
③　氏譜（大正50　p.092中）；経云。……陳如最初悟解四諦得法眼生。
④　統紀（大正49　p.154上）；時　陳如得法眼浄。
⑤　JM.（p.029,畑中　p.119）；「転法輪経」が終わったとき、アンニャータ・コンダンニャ（AJ-

JAta-KoNDaJJa）が１８倶底の諸梵天とともに預流果に安立した。

　【27－05】初転法輪----善来比丘戒

　　　　出家を希望するアンニャータコンダンニャに釈尊は「来れ、比丘よ。法はよく説かれた、正し

　　　　く苦を滅するために梵行を行ぜよ」（善来比丘戒）と許される。これが彼の具足戒である。

［A］原始聖典

①　Vinaya‘MahAkhandhaka’（vol.Ⅰ　　p.012）；世尊は言われた。「来れ、比丘よ。法はよく説
かれた、正しく苦を滅するために梵行を行ぜよ（ehi bhikkhu, svAkkhAto dhammo, cara brah-

macariyaM sammA dukkhassa antakiriyAya）」と。これが具寿（コンダンニャ）に対する具足

戒であった（sA 'va tassa Ayasmato upasampadA ahosi）。

①　AN.01－014（vol.Ⅰ　　p.023）；私の弟子の中で出家してもっとも久しい者の第１はアンニャー・
コンダンニャである。

⑦　四分律「受戒　度」（大正22　p.788下）；爾時尊者阿若　陳如、見法得法成辧諸法已獲果実。
前白仏言。我今欲於如来所修梵行。仏言来比丘、於我法中快自娯楽、修梵行尽苦原。時尊者　陳

如即名出家受具足戒。是謂比丘中初受具足戒、阿若　陳如為首。

⑧　五分律「受戒法」（大正22　p.105上）；於是　陳如、従坐起頂禮仏足、白仏言。世尊、願與我
出家受具足戒。仏言。善来比丘受具足戒。於我善説法律能尽一切苦浄修梵行。　陳如鬚髪自堕、

袈裟著身鉢盂在手。是為　陳如已得出家受具足戒。

⑩　僧祇律「雑誦跋渠」（大正22　p.412下）；仏告舎利弗。如来所度阿若　陳如等五人善来出家善
受具足。共一戒一竟一住一食一学一説。次度満慈子等三十人。次度波羅奈城善勝子。次度優楼頻

螺迦葉五百人。次度那提迦葉三百人。次度伽耶迦葉二百人。次度優波斯那等二百五十人。次度汝

大目連各二百五十人。次度摩訶迦葉闡陀迦留陀夷優波離次度釈種子五百人。次度跋度帝五百人。
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次度群賊五百人。次度長者子善来。如是等如来所度善来比丘出家善受具足、共一戒一竟一住一食

一学一説。舎利弗。諸比丘所可度人亦名善来出家善受具足乃至共一説。是名善来受具足。

⑪　根本有部律「破僧事」（大正24　p.129下）；仏告諸長者子曰。今正是時、善来　芻、汝便出家
修諸梵行。作是語已彼長者子等鬚髪自落袈裟著身成　芻相。如経七日曾出家者其所悟解如百歳　

芻。

［B］仏伝経典

③　中本（大正04　p.148中）；五人便解、願為弟子。仏言、善来比丘、皆成沙門。
⑦　方広（大正03　p.606下）；五跋陀羅倶白仏言、世尊我今願得於仏法中而為沙門。仏言、善来比
丘、鬚髪自落法服着身便成沙門。

⑪　仏讃（大正04　p.031上）；即命比丘来　応声俗容廃　具足出家儀　皆成於沙門
⑫　BC.（16-15）；それから如来は彼（ヤシャス）に向かって、「比丘よ、来たれ」とおっしゃった。
彼は比丘のしるし（出家の姿）をとったが、その瞬間に解脱した。

⑭　過去（大正03　p.645上）；時彼五人、……而白仏言。世尊我等五人……我等今者欲於仏法出家
修道、唯願世尊、慈愍聴許。於時世尊、喚彼五人、善来比丘。鬚髪自落、袈裟着身、即成沙門。

⑮　集経（大正03　p.812下）；時　陳如……而白仏言。善哉世尊、我入仏法、世尊度我、以為沙門。
與具足戒、願作比丘。爾時仏告　陳如言。善来比丘、入我法中、行於梵行。……是時長老　陳如、

身即便出家、成具足戒。

⑰　衆許（大正03　p.954中）；於是五人既悟道已、乃白仏言。我等欲於仏法出家、願賜聴許。爾時如
来謂五人曰、善来　芻。於是五人鬚髪自落、袈裟着身成沙門形。

［C］後世の仏伝資料

①　釈迦（大正50　p.040上）；於時世尊、喚彼五人善来比丘……。（出因果経）
③　氏譜（大正50　p.092下）；経云。時彼五人、既見道跡欲求出家。世尊喚言善来比丘、鬚髪自堕
即成沙門。

④　統紀（大正49　p.154上）；時五人白仏、欲求出家。世尊呼彼五人、善来比丘。須　自落、袈裟
著身、即成沙門。

⑤　JM.（p.030,畑中　p.120）；「来たれ、比丘」の出家方法によって出家せしめ……。

　【27－06】初転法輪----他の４人に法眼生ず

　　　　続いてヴァッパ（Vappa）、バッディヤ（Bhaddiya）、マハーナーマ（MahAnAma）、アッサ

　　　　ジ（Assaji）の４人に法眼が生じる。

［A］原始聖典

①　Vinaya‘MahAkhandhaka’（vol.Ⅰ　　p.012）；時にVappaとBhaddiyaに法眼が生じた。時に世

尊はもたらされた食を食して、余の比丘らに説法し、３人の比丘らが乞食してもたらされたもの

によって、これら６人は生活した（yaM tayo bhikkhU piNDAya caritvA Aharanti, tena chabbag-

go yApeti）。時にMahAnAmaとAssajiに法眼が生じた。

⑦　四分律「受戒　度」（大正22　p.788下）；爾時世尊、與尊者阿湿卑摩訶摩男比丘説法……即於
座上諸塵垢尽得法眼浄。……時世尊與婆提婆敷二人説法……即於座上諸塵垢尽得法眼浄。

⑧　五分律「受戒法」（大正22　p.105上）；仏便為四人説法教誡。跋提婆頗二人得法眼浄、見法得
果、見法得果已。従坐起頂禮仏足、白仏言。世尊、願與我出家受具足戒。仏言。善来比丘。乃至
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鉢盂在手、亦如上説。復為二人説法教誡。　　摩訶納得法眼浄、見法得果。見法得果已、従坐起

頂禮仏足。白仏言。世尊、願與我出家受具足戒。仏言。善来比丘。乃至鉢盂在手、亦如上説。

⑪　根本有部律「破僧事」（大正24　p.128中）；世尊説此四諦法時阿若　陳如證諸漏尽心得解脱。
四人於此法中離諸塵垢證清浄眼。爾時世間中有二応供。一是世尊、二是　陳如。

［B］仏伝経典

①　NK.（vol.Ⅰ　  p.082,　南伝28　p.174）；仏はその処で安居に入り給うた。〔翌日〕仏は婆沙波
（ヴァッパ　Vappa）長老を教えて、精舎の中に在し、他の四人の比丘達は托鉢に出歩いた。

〔そして〕婆沙波長老は午前中に預流果に達した。斯ようにして、その翌日は跋提耶（バッディ

ヤ　Bhaddiya）長老、その翌日は摩訶那摩（マハーナーマ　MahAnAma）長老、又その翌日は阿

説示（アッサジ　 Assaji）長老を、皆預流果に入らしめ、分月の五日に（paJcamiyaM 

pakkhassa）、五人の比丘衆を集めて、無我相経（AnattalakkhaNasttanta）を説き給うた。

⑥　普曜（大正03　p.530中）；拘隣之等五人比丘、六十億天得法眼浄。
⑪　仏讃（大正04　p.030下）；如来善方便　次令入正法　前後五比丘　得道調諸根
⑫　BC.（16-01）；かくて一切知者（ブッダ）はアシュヴァジトを始めとする、心に〔教えを受け容
れる〕用意のできた、かの比丘たちすべてを解脱への教え（法）に悟入させた。

⑭　過去（大正03　p.644下）；時彼摩訶那摩等四人、……阿若　陳如、独悟道跡、……世尊若更為
我説法、我等亦当復悟道跡。……爾時世尊、……即便重為広説四諦。于時四人、於諸法中、亦離

塵垢、得法眼浄。

⑮　集経（大正03　p.812下）；余四比丘、各説法要、随機教授。……当是之時、次一長老、跋提梨
迦(隋言小賢)、其次長老名婆沙波(隋言起気)、……得法眼浄。……彼之長老摩訶那摩(隋言大名)、

并及長老阿奢踰時(隋言調馬)、……得浄法眼。

⑯　MV.（vol.Ⅲ　p.337,　JonesⅢ　　p.330）；この法が説かれた時、他の四人の比丘も法眼浄を得た。
⑰　衆許（大正03　p.954中）；【27-04】に含む。

［C］後世の仏伝資料

①　釈迦（大正50　p.040上）；即便重為広説四諦。（出因果経）
③　氏譜（大正50　p.092下）；経云。……次為四人重説四諦、亦離塵垢得法眼浄。
④　統紀（大正49　p.154上）；世尊知四人心念、重為広説四諦亦得法眼浄。
⑤　JM.（p.029,畑中　p.119）；白月の最初の日には（PATipadadivase）ヴァッパ（Vappa）長老に、

翌日にはヴァッディヤ（Bhaddiya）の長老に、３日目には（tatiyodivase）マハーナーマン（Ma-

hAnAman）長老に、４日目には（catutthiyaM）アッサジ（Assaji）長老に法眼が生じた。

⑥　Bigandet.（vol.Ⅰ　p.119,　赤沼　p.158）；この氷の様な不信が解けて仏道を信ずるに至った五
比丘は、豫流果に入った。

　【27－07】初転法輪----無常・苦・無我を説く

　　　　釈尊が法眼を生じた５人の比丘らに、一切は無常であり、苦であり、無我であると説く。

［A］原始聖典

①　SN.22－059（vol.Ⅲ　　p.66）；バーラーナシーの鹿野苑の因縁。世尊は五人の比丘に説かれた。
色は無我である。若し色が無我ならば色は病気をしない……。五人の比丘は心解脱した（cittAni 

vimucciMsu）。
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①　Vinaya‘MahAkhandhaka’（vol.Ⅰ　　p.013）；時に世尊は五人の比丘に説かれた。「比丘らよ、
色は無我である。もしこの色が我であるならば、この色は病気となることはないであろう。色に

おいてこうしよう、こうしないでおこうということができるであろう。しかし色は無我であるが

ゆえに、病気ともなり、色においてこうしよう、こうしないでおこうということができない。…

…

④　雑阿含034（大正02　p.007下）；一時仏住波羅　国仙人住処鹿野苑中。爾時世尊告余五比丘、色
非有我、若色有我者、於色不応病苦生……。仏説此経已、余五比丘不起諸漏、心得解脱。

⑦　四分律「受戒　度」（大正22　p.789上）；時世尊食後告五比丘。比丘、色無我。若色是我者、
色不増益、而我受苦。若色是我者、応得自在。欲得如是色不用如是色。以色無我故、而色増長。

故受諸苦。亦不能得随意欲得如是色便得、不用如是色便不得。受想行識亦復如是。云何比丘、色

是常耶、色無常耶……。

⑧　五分律「受戒法」（大正22　p.105上）；於意云何、色為是常為無常乎。答言無常……。
⑪　根本有部律「破僧事」（大正24　p.128中）；爾時世尊復告四人曰。汝等当知、色無我。若色有
我、不応生諸疾苦、能於色中、作如是色、不作如是色。是故汝等、知色無我故、生諸疾苦、不能

作如是色、不作如是色。受想行識亦復如是応知。

［B］仏伝経典

①　NK.（vol.Ⅰ　p.082,　南伝28　p.174）；（サヴァナ月の黒）分月の五日に（paJcamiyaM pak-

khassa）五人の比丘衆を集めて、無我相経（AnattalakkhaNasttanta）を説き給うた(1)。

⑦　方広（大正03　p.607下）；語　陳如等言、眼是無常苦空無我無人無衆生無寿命。
⑧　LV.（Lef.　p.417,　溝口　p.370）；眼は永続的なものでもなく……。
⑨　僧伽（大正04　p.138下）；是時云何復生此苦。……於苦観空最初微妙等度彼処、……於苦観無
我。

⑭　過去（大正03　p.645上）；爾時世尊、問彼五人。汝等比丘、知色受想行識為是常為無常耶。為
是苦為非苦耶、為是空為非空耶、為有我為無我耶。

⑮　集経（大正03　p.813上）；爾時世尊、……告五比丘言。……若知諸色是無我者、是色則不作悩
壊相、当不受苦。……受想行識、亦復如是……此識無常、……此識是苦。

⑰　衆許（大正03　p.954中）；爾時世尊復謂鈎　等言。色是常是無常、是苦是非苦、是空是非空、
是有我是無我、受想行識是常是無常。

［C］後世の仏伝資料

①　釈迦（大正50　p.040上）；爾時世尊問彼五人。（出因果経）
④　統紀（大正49　p.154上）；仏復為説五陰無常苦空無我。

　　　　（1）原文にはpaJcamiyaM pakkhassaという表現しかないが、バーラーナシーに到着したのがアー

　　　　　　サールハ月の満月の日（白分１５日）とするから、その第５日目はサヴァナ月の第５日と解釈

　　　　　　した。

　【27－08】初転法輪----五比丘心解脱す

　　　　無常・苦・無我の教えを聞いた５人の比丘たちが心解脱して、阿羅漢果を得る。釈尊を含めて

　　　　阿羅漢は６人となる。
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［A］原始聖典

①　MN.026‘Ariyapariyesana-s.’（vol.Ⅰ　　p.173）；彼ら（５人の比丘）に知見が生じた、我らの
解脱は不動であり、これが最後の生であり、再びこの生に戻らない（akuppA no vimutti, ayaM 

antimA jAti, na'tthi dAni punabbhavo）、と。

①　Vinaya‘MahAkhandhaka’（vol.Ⅰ　　p.014）；世尊が教えを説かれたとき、五人の比丘は取著
なく漏から心解脱した（anupAdAya Asavehi cittANi vimucciMsu）。その時世間に阿羅漢は６人

となった（tena kho pana samayena cha loke arahanto honti）。

③　中阿含204「羅摩経」（大正01　p.778中）；如是五比丘、比丘漏尽得無漏、心解脱慧解脱、自知
自覚自作證成就遊、生已尽梵行已立、所作已辧不更受有知如真。

⑥　増一阿含24－05（大正02　p.619中）；是時五比丘尽成阿羅漢。是時三千大千刹土有五阿羅漢、
仏為第六。

⑦　四分律「受戒　度」（大正22　p.789中）；爾時世尊説此法時、五比丘一切有漏心解脱、得無礙
解脱智生。爾時此世間有六羅漢、五弟子如来至真等正覚為六。

⑧　五分律「受戒法」（大正22　p.105上）；説是法時、五比丘一切漏尽、得阿羅漢道。爾時世間有
六阿羅漢。

⑪　根本有部律「泥薩祇波逸底迦004」（大正23　p.717上）；受梵王請王婆羅　斯、三転十二行法輪、
度五　芻及以随五　芻已。

⑪　根本有部律「破僧事」（大正24　p.128下）；爾時世尊説此法時、彼四人等聞此法已、心得解脱
證阿羅漢果。是時世間有六阿羅漢。仏為第一。

［B］仏伝経典

①　NK.（vol.Ⅰ　  p.082,　南伝28　p.174）；この説法（無我相経）が終ると、五人の長老たちは皆
阿羅漢果に入った。

③　中本（大正04　p.149上）；説是法時、拘憐等五人、漏尽意解、皆得羅漢。
⑦　方広（大正03　p.608上）；爾時世尊為　陳如、三転十二行法輪已。　陳如等悉了達諸法因縁、
漏尽意解成阿羅漢。即於是時三宝出現、婆伽婆為仏宝、三転十二行法輪為法宝、五跋陀羅為僧宝。

⑬　行経（大正04　p.079中）；以是四諦　為是五人　三明解脱　以堅金剛　正法慧杵　壊砕五人　
塵労之山　億宝始初　覚正諦法

⑭　過去（大正03　p.645上）；時五比丘、聞仏説是五陰法已、漏尽意解、成阿羅漢果。……於是世
間、始有六阿羅漢。仏阿羅漢是為仏宝、四諦法輪是為法宝、五阿羅漢是為僧宝、如是世間三宝具

足、為諸天人第一福田。

⑮　集経（大正03　p.813下）；爾時世尊、説是法已。時五比丘、於有為中、諸漏滅尽、心得解脱。
当於是時、此世間有六阿羅漢。

⑰　衆許（大正03　p.954中）；爾時五　芻聞仏説是五蘊之法、乃得漏尽證於無学。……三宝之名今
已具足。

［C］後世の仏伝資料

①　釈迦（大正50　p.040上）；漏尽意解成阿羅漢果。（出因果経）
③　氏譜（大正50　p.092下）；経云。……重説五陰解成羅漢。世間有六仏是仏宝、四諦法宝、五人
僧宝、是世間三宝、具足天人第一福田。

④　統紀（大正49　p.154上）；仏復為説五陰無常苦空無我、漏尽意解成阿羅漢。
⑤　JM.（p.030,畑中　p.119）；5日目に（paJcamiyaM）、その全ての五群比丘は「無我相経（An-

attalakkhaNasttanta）」が終わったとき、阿羅漢果に安立した。
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⑥　Bigandet.（vol.Ⅰ　p.120,　赤沼　p.158）；其等の五比丘の入道は同じ一つ場所に一時に六人の
阿羅漢が集まり給うたという光輝ある驚くべき光景を世界に示したのである。
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